
第28回「議員と語ろかい」報告書 
 第１班（№1） 

開催日 平成３０年１１月 ７日（水） １９時００分 ～ ２０時３０分 

開催場所 広瀬ふれあい館 

団体名 広瀬地区自治公民館 参加人数 
２１人 

（男１５人：女 ６人） 

出席議員 山口 仁美、山田 龍治、前島 広紀、有村 隆志、池田 守、宮内 博 

役割分担 班 長（ 有村 隆志 ） 副班長（ 池田 守 ） 記録係（ 山田 龍治 ） 

テーマ及び具

体的な内容 
地域課題について 

 

意

見

交

換

で

の

主

な

意

見

等 

◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆しらさぎ橋により交通量が増えて、国分西小学校前交差点のフレスポ側からの市道は交

差点右折時に中央まで出ないと後続車が詰まり渋滞を起こす。車が前まで出るように表示

等をすることはできないか。 

◇市内全体にこのような場所が数多くある。県道と交差しているので県にも要望したい。 

 

◆しらさぎ橋と衛生公社前からの道路との交差点は、信号機もなく非常に危険で事故も発

生している。信号機の設置はできないか。 

◇ご指摘の場所は把握している。信号機は県の公安委員会が設置しており、県内で年間 

10機程度の設置となっているようだ。まちづくり計画でも要望を上げてほしい。 

 

◆大野原団地の通称ジャンボ公園前の道路は大雨が降ると冠水が起こる。また、ジャンボ

公園の排水溝の工事をしているが排水先を道路に向けている。道路には大きな排水溝があ

るが、周辺の水がいっぺんに流れることで水があふれたり、桜並木の落ち葉が排水溝に溜

まったりしており、雨が降るたびに心配をしている。 

◇自治会に相談のうえ、まちづくり計画に入れていただいた方が進んでいくと考える。 

◇現地の周辺は、以前より排水の状況を把握しており市へ要請はしている。総合排水を考

える必要があり一箇所だけの対処では厳しいのではないかと考えるので、時間がかかると

思うが公民館長や関係の方と協議のうえ、まちづくり計画に出していただき協力していき

たい。 



第１班（№2） 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆広瀬５班のゴミステーションの鉄製の蓋が壊れているので修繕して欲しい。 

◇自治会等に対する支援制度があり事業費の５割を補助している。経費が掛からないもの

に関しては自治会で修繕をするのが一般的なケースであり、まずは自治会に話をしてほし

い。 

 

◆県道大川原小村線と市農道交差点の停止の標識が剥がれかけており修理して欲しい。 

◇安心安全課で対応できる部分もあるが、多くの交通安全に関する部分は県の公安委員会

が事業を行っているので、要請をしていきたい。 

 

◆上小川の交差点（京セラグラウンド前からコミュニティ広場前道路）は、信号機の設置

を要請しているのか。 

◇上小川のまちづくり委員会でも優先して信号設置を要請しているが、信号機設置の条件

を満たしていない事などで難しい状況である。昨年にポールを設置し急に曲がれないよう

な対策や交差点前に注意喚起などの対策を講じている。 

 

◆市内の防犯カメラ設置状況について 

◇市街地の通り会で10箇所程度設置している。 

◇市も平成25年３月から防犯カメラの運用を開始しており、自転車等の盗難が多い国分駅

前の自転車駐車場や国分駅西口の駐車場、隼人駅前の駐車場に設置している。 

また、通り会等から要望があった場合は補助金を出している状況である。 

 

◆不登校の子どもが多くなってきている。市としてどのような対応をしているのか。 

◇不登校の子どもが増えている状況で、そのまま引きこもりとなって学校に行けないまま

大人になり就職することも難しいことがある。今までは教育委員会を中心に学校で対応を

していたが、学校が抱える課題も多いため、スクールソーシャルワーカーが学校と地域を

つなぐ橋渡し役として、また、学校から社会に出て行く際も応援ができるとして取り組ん

でいる。家庭と学校だけでは子どもは育たないので、地域の力をうまく活用することが大

切だと思う。スクールソーシャルワーカーの活用は教育委員会や担任の先生からでも相談

できる。 

 

◆伝統行事のはんぎりだしをする場所は、ヘドロがたまって魚が少なくなっている。市で

除去することができないか。 

◇所管の委員会が調査する方法もあるため、取り上げていきたい。 

 



第１班（№3） 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆市民に対してまちづくりを含めたアンケート調査をしているのか。 

◇毎年市ではアンケート調査を行なっている。平成29年の市内に市民登録している18歳以

上の方の中から2200人を無作為に抽出して項目の多いアンケートを紙ベースで郵送して

回収して計画に反映している。 

 

◆ふれあいバスのコースについて広瀬と隼人の境などが通らないところもある。見直しな

ど検討をしていただきたい。 

◇ふれあいバスについては色々な要望がある。数年ごとに見直しをしており市民の皆様の

要望に合わせて停留所の場所を変えたりしている。 

◇該当者がいるのであれば市でもコースについて検討して行くため、地域でも取りまとめ

て要請して欲しい。 

 

◆ふれあい館の法面に草が生え除草作業をするが斜面がきつく危険である。市で舗装をし

てもらえないか。 

◇地域の強い要望もあり、危険性の面からも今後検討して行く必要があると考える、市に

要請をしていきたい。 

 

 


